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弊
社
で
は
本
年
度
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
事
業
展
開
に
お
い
て
築
き

上
げ
て
参
り
ま
し
た
関
係
各
社
の

皆
様
に
向
け
て
、
定
期
的
に
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
ゆ
く
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
ま
さ
に
世
界
を
混

乱
の
渦
に
陥
れ
て
い
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
対
策

　

弊
社
企
画
セ
ミ
ナ
ー
第
１
弾
は
、
今
月
17
日

（
金
）
と
24
日
（
金
）
の
２
回
に
わ
た
り
、
㈱

グ
ラ
ン
ビ
ズ
×
㈱
ド
リ
ー
ム
・
ジ
ー
ピ
ー
に
よ
る

声
を
受
け
、
ま
ず

は
、
弊
社
代
表
荒

山
と
学
生
時
代
か

ら
長
ら
く
親
交
の

あ
る
㈱
グ
ラ
ン
ビ

ズ
代
表
林
田
尚
之

氏
に
よ
る
「
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
」
使
い
方
講

座
か
ら
本
会
は
始

ま
り
ま
し
た
。

コ
ラ
ボ
企
画
と
し
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
先
立
ち
、「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
を
利
用
す
る

の
は
初
め
て
と
い
う
参
加
者
の
皆
様
か
ら
の
お

と
し
て
、
数
年
前
よ
り
既
に
社
内
会
議
に
て
利

用
し
て
お
り
ま
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル

「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　

今
月
は
２
つ
の
企
画
を
立
案
、
今
回
は
そ
の
内

容
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。
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は
じ
め
に

【お知らせ】

 

〔
セ
ミ
ナ
ー
報
告
そ
の
①
〕

　〝
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
″
の

　

製
造
業
と
小
売
業
の
可
能
性

GPD
夢を育てる

本年度より 各お取引業界様向け

セミナーを始めました

　

氏
持
ち
前
の
温
和
で
分
か
り
易
い
解
説
に
よ

り
、
初
め
て
参
加
さ
れ
る
皆
様
に
も
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
に
馴
染
ん
で
頂
け
た
と
こ
ろ
で
、

第
１
部
テ
ー
マ
「
小
売
業
の
未
来
と
『
ア
ウ
ェ
イ

の
流
儀
』
」
へ
。
お
話
は
引
き
続
き
、
林
田
氏
か
ら
。

　

大
学
卒
業
後
、
㈱
大
丸
へ
入
社
、
以
降
、
現
職

（
２
０
１
９
年
～
）
に
至
る
ま
で
長
き
に
わ
た
り

小
売
業
の
最
前
線
に
身
を
置
か
れ
た
経
験
を
基
に
、

コ
ロ
ナ
禍
は
、
私
た
ち
を
〝
現
状
の
外
側
へ
″
出

ざ
る
を
得
な
く
さ
せ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
「
強

制
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
チ
ャ
ン
ス
」
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
・
上
海
等
の
海
外
勤

務
の
経
験
か
ら
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
に

よ
る
国
家
体
制
や
国
民
性
、
習
慣
や
価
値
観
な

ど
の
違
い
を
改
め
て
振
り
返
り
、
そ
れ
で
も
な

お
、
こ
ん
な
時
こ
そ
、
我
々
一
人
ひ
と
り
が
ど

ん
な
自
分
で
あ
り
た
い
か
を
考
え
る
好
機
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
の
ご
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
等
を
始
め
と
す
る
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
が
私
た
ち
に
与
え
る
影
響
、
そ
れ

オンランセミナーならではのマナーとして、顔の横で

に
よ
る
価
値
創
造

の
実
例
、
小
売
業

が
迫
ら
れ
て
い
る

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
に
際
し
、
「
ピ

ン
チ
と
チ
ャ
ン
ス

は
ミ
ン
チ
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
今

こ
そ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
通

じ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
り
、
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
＝
ア
ク
シ
ョ
ン
が
い
か
に
重
要
で
あ

る
か
と
の
お
話
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
第
２
部
テ
ー
マ
は
、
弊
社
代
表
に

よ
る
「
靴
製
造
業
に
お
け
る
Ｃ
２
Ｍ
の
可
能

性
」
。
様
々
な
方
面
の
有
識
者
か
ら
の
提
言
を

基
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
現
状
分
析
と
そ
れ

が
日
本
や
世
界
、
引
い
て
は
人
々
の
認
識
と
行

動
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
く
か
と
い
う
未
来

予
測
に
加
え
、
感
染
症
対
策
と
し
て
の
自
粛
要

請
に
よ
り
一
層
加
速
さ
れ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
や
そ

れ
に
伴
う
事
業
継
続
の
た
め
の
資
金
戦
略
の
重

要
性
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
弊
社
の
こ
れ
ま
で
の
デ
ジ
タ
ル
と
ア

ナ
ロ
グ
を
組
み
合
わ
せ
た
取
り
組
み
な
ど
を
紹

介
し
つ
つ
、
単
に
モ
ノ
を
売
る
だ
け
の
小
売
業

態
は
既
に
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
ネ
ッ

ト
販
売
が
台
頭
し
て
い
る
中
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
か
ら
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
へ
と
時
代
が
シ
フ
ト
す

る
過
程
で
は
、
さ
ら
に
健
康
サ
ー
ビ
ス
へ
の
期

待
と
こ
れ
ま
で
よ
り
も
一
層
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
要

求
へ
の
期
待
が
高
ま
る
（
Ｃ
２
Ｍ
）
と
し
、
時

代
に
応
じ
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
（
Ｄ
Ｘ
＝
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
）
で
、
義
肢

装
具
業
界
の
未
来
は
決
し
て
悲
観
す
る
も
の
で

な
く
、
む
し
ろ
明
る
い
の
で
は
と
の
見
方
を
示

し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
流
行
が
「
働
き

方
改
革
」
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
を
よ
り
一
層

推
進
さ
せ
、
Ｄ
Ｘ
が
Ｃ
２
Ｍ
を
加
速
さ
せ
る
。

ど
ん
な
時
代
で
も
「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
」
に

代
え
ら
れ
る
。
そ
ん
な
お
話
で
し
た
。

手を振る「手話の拍手」を提唱
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弊
社
企
画
セ
ミ
ナ
ー
第
２
弾
は
、
今
月
25
日

(

土
）、
義
肢
装
具
士
の
皆
様
へ
向
け
て
の
企

画
第
１
回
目
と
し
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
第
１

弾
に
続
き
、
今
回
も
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
利
用
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
の
開
催
で
し
た
。

　

ま
ず
は
弊
社
代
表
荒
山
よ
り
、
『‶
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
″
か
ら‶

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
″
へ
』
と
題
し

て
、
世
界
は
今
後
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
か
ら
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
へ
と
シ
フ
ト
し
、
そ
の
過
程
に
お
い

て
は
、
従
来
の
普
通
や
常
識
が
簡
単
に
覆
さ
れ

て
ゆ
く
と
の
見
方
が
あ
る
中
で
、
事
業
継
続
の

為
の
中
長
期
的
な
資
金
戦
略
の
重
要
性
や
そ
の

展
望
を
説
き
、
１
９
１
８
～
１
９
２
０
年
に
世

界
各
国
で
猛
威
を
振
る
っ
た
と
さ
れ
る
ス
ペ
イ

ン
風
邪
を
例
に
今
後
の
景
気
動
向
を
予
想
し
ま

し
た
。
ま
た
、
本
セ

ミ
ナ
ー
の
客
員
講
師

で
あ
る
坂
井
氏
ら
と

訪
問
し
た
タ
イ
の
マ

ヒ
ド
ン
大
学
の
話
題

や
大
阪
府
下
地
方
自

治
体
と
の
取
り
組
み

等
、
弊
社
の
こ
れ
ま

で
の
国
内
外
を
視
野

に
入
れ
た
歩
み
や
世

界
の
動
向
を
紹
介
し

つ
つ
、
今
ま
さ
に
こ

れ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
（
Ｄ
Ｘ
）
を
取
り
入
れ
て

ゆ
く
こ
と
が
、
義
肢
装
具
士
業
界
の
新
し
い
事

業
モ
デ
ル
の
構
築
と
発
展
に
は
不
可
欠
で
は
な

い
か
と
結
び
ま
し
た
。

　

次
に
、
人
間
総
合
科
学
大
学 

保
健
医
療
学

部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科　

義
肢
装
具
学

専
攻
主
任
で
教
授
の
坂
井
一
浩
氏
よ
り
、
『
こ

れ
か
ら
の
義
肢
装
具
士
の
役
割 

～
日
本
・
タ

イ
・
ト
ー
ゴ
と
の
関
わ
り
か
ら
～
』
と
題
し
て
、

弊
社
研
究
員
ア
ド
ゥ

ア
ヨ
ム
・
ア
ヘ
ゴ
・

ア
ク
エ
テ
ビ
の
母
国

ト
ー
ゴ
に
お
け
る
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

強
化
選
手
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
関

わ
り
や
弊
社
代
表
ら

と
の
マ
ヒ
ド
ン
大

学
（
タ
イ
）
訪
問
の

際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

始
ま
り
、
自
身
の
経

歴
や
社
会
的
活

動
の
紹
介
、
そ

し
て
、
コ
ロ
ナ

禍
の‶

今
と
こ

れ
か
ら
″

に
お

け
る
肢
装
具
士

の
課
題
と
解
決

に
つ
い
て
、
消

極
的
対
応
と
積

極
的
対
応
の
違

い
、
義
肢
装
具
士
が
専
門
職
た
り
得
る
為
の
要

件
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
社
会
保
障
制
度
と
の

関
わ
り
、
そ
の
他
具
体
的
な
制
度
の
課
題
や
改

善
点
、
産
学
連
携
は
じ
め
関
係
者
間
の
連
携
や

協
働
の
重
要
性
等
々
、
非
常
に
有
用
な
沢
山
の
洞

察
と
ご
提
言
を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
弊
社
執
行
役
員
成
毛
よ
り
、
『
時

短
対
策 

～
携
帯
型
三
次
元
シ
ャ
ー
ム
計
測
機

の
ご
提
案
～
』
と
題
し
て
、
弊
社
が
新
た
に
開

発
致
し
ま
し
た
携
帯
型
三
次
元
シ
ャ
ー
ム
計
測

機
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動

画
を
交
え
な
が
ら
ご
提
案
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

（
※
併
せ
て
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
『
保
険
点

数
の
変
更
に
つ
い
て
』
は
、
都
合
に
よ
り
割
愛

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
）
。

　

最
後
に
、
『
も
の
づ
く
り
助
成
金 

～
令
和
元

年
度
の
公
募
要
領
は
こ
こ
が
違
う
～
』
と
題
し

て
、
み
ち
て
ら
す
法
務
総
合
事
務
所
代
表
で
行

政
書
士
の
岩
﨑
良
子
氏
か
ら
は
、
経
済
産
業
省

に
よ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
影

響
を
受
け
る
事
業
者
の
皆
様
へ
（
令
和
２
年
４

月
22
日
12
時
点
版
、
※
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
」
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
か
ら
、
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
有
益
と
な

り
得
る
情
報
を
丁
寧
に
ご
解
説
頂
き
ま
し
た
。

　　

ご
参
加
・
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
全
て
の
皆
様

に
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
１
面
掲
載
の
「
〝
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
″
の
製

造
業
と
小
売
業
の
可
能
性
」
は
計
約
50
名
、
２

面
掲
載
の
「
〝
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
″
を
見
据
え

た
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
未
来
」
に
つ
い
て
は
50

名
を
超
え
る
皆
様
が
ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
。

　　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
毎
回
新
た
に
、
異
な
る
客

員
講
師
陣
を
お
迎
え
し
、
義
肢
装
具
士
の
皆
様

に
時
流
を
捉
え
た
よ
り
有
益
な
情
報
共
有
の
場

を
提
供
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
の
で
、
是
非
今
後

と
も
奮
っ
て
ご
参
加
頂
け
ま
す
と
幸
甚
で
す
。

 
〔
セ
ミ
ナ
ー
報
告
そ
の
②
〕

〝
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
″
を
見
据
え
た

　
　
　

 

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
未
来

【日 時】      2020 年 4 月 25 日 ( 土 ) 13：30 ～ 15：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.『“アフターコロナ”から“DX（デジタルトランスフォーメーション）”へ』
   　講師 : 荒山 元秀（弊社代表）

2. 客員講師による特別講義
  『これからの義肢装具士の役割 ～日本・タイ・トーゴとの関わりから～』
　　講師 : 坂井 一浩 氏（人間総合科学大学 保健医療学部リハビリテーション学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　義肢装具学専攻主任 教授）
　
3.『保険点数の変更について』
   『時短対策 ～携帯型三次元シャーム計測機のご提案』
　    講師 : 成毛 喜男（弊社執行役員）

4.『ものづくり助成金 ～令和元年度の公募要領はここが違う～』
   　 講師 : 岩﨑 良子 氏（みちてらす法務総合事務所代表、行政書士）

5. 質疑応答
　　　　　　　　　　　　

～　アフターコロナ対策と保険点数変更に伴う新提案　～

【お申込み・お問合せ】※お申込み期限：4 月 22 日（水）

㈱ドリーム・ジーピー
　　本社：〒 556-0004 大阪市浪速区日本橋西 1-3-19 南海日本橋ビル 1F

・FAX の場合は下記項目にご記入の上、06-4708-4879 まで、電話・E-mail による場合は下記項目をお知らせ下さい。

当日、お伺いしたメールアドレスに専用 URL を送信致しますので、そちらをクリックして頂くことでご参加頂けます。

義肢装具士の皆様へ

“アフターコロナ”を見据えた
　　　　　　デジタル化による未来

Zoom 利用による無料オンラインセミナー

新型コロナウイルス感染症対策として、

Zoom によるオンラインセミナーを開催。

多数のご参加お待ちしております。 

【演 題】

氏名（ふりがな）:

電話番号 :

貴社名 : 所属名・役職 :

メールアドレス :

主 

催TEL：06-4708-4877 ／ FAX：06-4708-4879 ／ E-mail：info@dreamgp.jp

携帯型三次元シャーム計測機

石膏包帯スキャンテスト

三次元シャーム計測機

新型

↑（写真左から）アヘゴ（弊社研究員）、

←マヒドン大学（タイ）訪問時

クアクメンサ選手、沖野氏


